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◯
全
会
計
の
決
算
に
賛
成

▽
令
和
４
年
度
は
、
未
だ
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
見
通
せ
な
い
状

況
が
続
く
中
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
到
来
を
見

据
え
た
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
り
、
未
来
へ

つ
な
が
る
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
▽
ハ
ー
ド

面
で
は
、
市
内
の
防
犯
灯
が
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
す
べ
て
L
Ｅ
D

化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
防
犯
対
策
だ
け
で
な
く
電
気
寿
命
や
電
気

料
金
、
消
費
電
力
に
高
影
響
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
電

気
事
業
者
で
形
成
さ
れ
る
「
海
老
名
市
L
Ｅ
D
化
推
進
協
会
」
に
よ

っ
て
事
業
が
遂
行
さ
れ
、
雇
用
の
促
進
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。
▽
教

育
関
係
で
は
、
公
立
中
学
校
の
完
全
給
食
実
施
に
向
け
て
食
の
創
造

館
増
築
棟
の
工
事
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
全
小
学
校
児

童
に
向
け
て
折
り
畳
み
式
の
児
童
用
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
購
入
、
配

備
に
よ
り
、
防
災
対
策
の
強
化
が
図
ら
れ
、
防
災
頭
巾
よ
り
は
る
か

に
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
今
後
、
首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
も

心
配
さ
れ
る
中
、
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
防
災
強

化
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
す
。
▽
ソ
フ
ト
面
で
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

原
油
価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含
む
物
価
の
高
騰
の
影
響
を
受
け

た
市
民
生
活
の
支
援
お
よ
び
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
し
た
。
▽
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ス
マ
ー
ト
申
請
、
ス
マ

ー
ト
窓
口
、
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
３
つ
の
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
追
加
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
も
の
の
、

格
段
に
利
便
性
が
向
上
し
た
こ
と
は
評
価

で
き
、
今
後
さ
ら
な
る
充
実
を
期
待
し
ま

す
。
▽
こ
の
他
に
も
、
多
く
の
事
業
に
取

り
組
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
上
の
利

便
性
向
上
や
福
祉
の
充
実
な
ど
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

◯
介
護
保
険
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
に
賛
成
、
他
は
反
対

▽
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

実
施
延
期
を
し
て
い
た
下
水
道
使
用
料
平
均
10
％
の
値
上
げ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
異
常
な
物
価
高
な
ど
各
種
負
担
増
の
連
続
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
収
入
減
少
や
雇
用
喪
失
、
ま
た
年
金
支

給
額
引
き
下
げ
な
ど
の
給
付
減
も
続
き
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

と
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
中
、
各
種
保
険
料
や
使
用
料
は
引
き
上
げ

る
の
で
は
な
く
引
き
下
げ
を
図
る
べ
き
で
す
。
▽
公
共
施
設
附
帯
駐

車
場
の
有
料
化
が
、
反
対
署
名
７
６
２
２
筆
な
ど
の
声
を
無
視
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
、
無
料
で
あ
る
１
時
間
以
内
の
利

用
が
半
数
以
上
で
す
。
有
料
化
に
よ
る
新
た
な
負
担
増
を
強
い
る
こ

と
で
市
民
活
動
が
停
滞
し
、
市
民
は
も
と
よ
り
市
の
将
来
に
大
き
な

損
失
に
な
り
ま
す
。
▽
家
庭
系
ご
み
有
料
化
が
令
和
４
年
度
も
継
続

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
秋
に
有
料
化
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
異
常
な
物
価
高
、
加
え
て
公
共
施
設
附
帯
駐

車
場
有
料
化
の
実
施
と
い
う
さ
ら
な
る
負
担
増
で
、
市
民
生
活
が
圧

迫
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
続
負
担
増
の
先
駆
け
と
な
っ
た
家
庭
系
ご
み

の
有
料
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
市
立
図
書
館
の
運
営

で
は
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
社
を
含
め
た
共
同

事
業
体
に
よ
る
指
定
管
理
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。
５
年
間
と
い
う
短

期
間
の
指
定
管
理
期
間
で
営
利
を
追
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
民
間
企
業

に
公
立
図
書
館
の
運
営
を
任
せ
る
指
定
管
理
者
制
度
を
適
用
す
る
こ

と
は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
地
域
の
文

化
、
知
の
拠
点
と
し
て
の
発
展
や
継
続

性
が
保
障
で
き
ま
せ
ん
。
▽
指
定
管
理

や
業
務
委
託
な
ど
の
拡
大
、
推
進
に
よ

る
公
的
役
割
、
責
任
体
制
が
問
題
で
す
。

行
政
に
と
っ
て
基
本
と
な
る
重
要
な
業

務
に
関
し
て
は
、
事
業
者
任
せ
で
は
な

く
市
の
直
接
運
営
に
よ
り
責
任
を
も
っ

て
安
心
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

◯
一
般
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
に
反
対
、
他
は
賛
成

▽
令
和
４
年
度
の
海
老
名
市
の
主
要
事
業
と
し
て
、
小
学
生
へ
の
折

り
畳
み
式
児
童
用
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
貸
与
や
電
子
図
書
館
の
導
入
、

中
学
生
の
学
習
支
援
の
充
実
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心
し
た
学
び

を
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
い
に
評
価
い
た
し
ま
す
。
特
に
中

学
生
の
学
習
支
援
は
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と

し
て
の
役
割
を
持
ち
、
進
学
や
社
会
的
自
立
に
大
き
く
関
わ
る
事
業

だ
と
考
え
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
▽
農
地
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
一
般
社
団
法
人
海
老

名
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
用
が
始
ま
り
、
高
齢
化
で
課
題
に
な

っ
て
い
る
農
業
の
担
い
手
不
足
の
確
保
や
農
地
の
有
効
活
用
、
地
産

地
消
の
推
進
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
評
価
い
た
し

ま
す
。
新
規
就
農
者
も
少
し
ず
つ
で
す
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
、
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
の
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、

有
機
農
業
へ
の
支
援
も
充
実
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。
▽
そ
の
他
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業
や
家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て

の
予
算
な
ど
市
民
の
暮
ら
し
が
守
ら
れ
る
取
り
組
み
も
大
変
評
価
い

た
し
ま
す
。
▽
し
か
し
、
施
政
方
針
の
中
で
「
市
民
の
皆
様
に
は
ご

負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
」
と
い
う
公
共
施
設
附
帯
駐

車
場
の
有
料
化
、
中
で
も
運
動
公
園
や
中
野
公
園
な
ど
子
育
て
世
代

や
高
齢
者
な
ど
が
多
く
利
用
し
て
い
る
場
所
で
の
有
料
化
に
は
賛
成

で
き
ま
せ
ん
。
▽
あ
ら
ゆ
る
物
価
が
上
が
る
中
で
の
下
水
道
使
用
料

の
値
上
げ
も
同
じ
で
す
。
10
月
か
ら

ま
た
食
品
４
５
０
０
品
目
以
上
が
値

上
げ
を
し
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
切
実
な
問

題
で
す
。
▽
公
共
施
設
附
帯
駐
車
場

は
最
初
の
１
時
間
は
無
料
で
す
。
市

民
の
声
を
聞
い
て
も
改
善
さ
れ
る
こ

と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
２
時
間
無
料
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
よ
う
望
み
ま
す
。
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